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「佼成」1月号会長法話 ～常不軽菩薩のように～ 京都教会長 中村憲一郎 

明けましておめでとうございます。新年にあたり、

一人ひとりが今年の目標を定めて、この一年を明るく、

豊かに過ごさせていただきたいと思います。 

 

昨年は、コロナ禍に翻弄された一年でした。が、会

長先生より「尋常（常に大事なものを尋ねる）」「即

是道場（今置かれているところで教えを実践する）の

精神で教えを実践してまいりましょう」と年頭法話を

いただいていた私たちは、はじめのうちは途方に暮れ

ながらも、それぞれの生活の場で教えの実践に務める

ことができました。 

ある会員は、今まで意識的に避けてきた精神的に苦

しむご主人や不登校のお子さんに、はじめて正面から

向かい合うことができ、じっくり傾聴する中で、それ

ぞれに努力しようとしている姿が見て取れ、新型コロ

ナならぬ新型の自分を育てることができたとその喜び

を語ってくれました。 

またある会員は、せっかく自由な時間をいただいた

のだからと、はじめて嫁ぎ先のお母さんと一緒に畑仕

事をする中、お姑さんが丹精込めて作る農作物に感動

し、多くの人にも提供できたらと、一念発起して野菜

ソムリエや食品衛生管理責任者、京都フードマイスタ

ーなど三つの資格を取得。 

コロナ禍のオンライン受講だからこそ取得できたと

喜びの報告をしてくれました。加えて、コロナ禍の中

で外出自粛している子どもたちに、大自然の開放され

た環境の中で少しでもリフレッシュしていただきたい

との願いから、三密にならない配慮をしながら芋ほり

を企画。子どもたちに広い畑で伸び伸びとした時間を

過ごしてもらうことができたそうです。 

事前に細やかに準備する姑さんの姿に、ますます尊

敬の念を深めたとも語ってくれました。お二人ともコ

ロナ禍によってできた時間を持て余すことなく有意義

に活用した結果、得られた喜びだと思います。 

私たちはともすると、予期せぬこと、不都合なこと

に出遭うと不平不満、愚痴、泣き言を言ってしまうも

のです。が、法華経を信仰する私たちは、何事にも感

謝合掌できる人間になることをめざして日々修行を重

ねています。そのお手本となる菩薩さまが「常不軽菩

薩」です。 

常不軽菩薩は、「人の仏性を拝むことが仏道修行の根

本であり、すべてに先行するもの」と説かれる合掌・

礼拝の姿勢を貫かれた菩薩様です。 

この姿勢は、日々の生活の中でも大切なこととして、

会長先生は「天気に文句を言わない、水を大切に使う、

ものを無駄にしない、人に不平不満や愚痴をこぼさな

い、悪口や怒りをぶつけない」と具体的に、日常生活

の中での合掌・礼拝の実践をお示しくださいます。 

この精神と実践は、まさに SDGｓ（持続可能な開発

目標）の実践に共通するものでもあります。もののい

のちを拝む心が、人にも地球環境全体にも及ぼすので

す。常不軽菩薩に倣い、日常生活の中で実践してまい

りたいと思います。 

むすびに会長先生は、法華経の信奉者であった宮沢

賢治の詩「雨ニモマケズ」を紹介し、信仰に生きた宮

沢賢治の生き方が、「常不軽菩薩」の生き方そのもので

あるとし、「ぜひ、この詩をじっくりと味わって」とお

勧めくださっています。以下に詩を掲載します。合掌 

 

「雨ニモマケズ」 宮沢賢治 

 

雨ニモマケズ 風ニモマケズ 

雪ニモ夏ノ暑サニモマケヌ 

丈夫ナカラダヲモチ 

慾ハナク 決シテ瞋ラズ 

イツモシズカニワラッテヰル 

一日二玄米四合ト 味噌ト少シノ野菜ヲタベ 

アラユルコトヲ 自分ノカンジョウ二入レズ二 

ヨクミキキシワカリ ソシテワスレズ 

野原ノ松ノ林ノ蔭ノ 小サナ萱ブキノ小屋二ヰテ 

東二病気ノコドモアレバ 行ッテ看病シテヤリ 

西二ツカレタ母アレバ 行ッテソノ稲ノ束ヲ負ヒ 

南二死ニソウナ人アレバ  

行ッテコワガラクテモイイトイヒ 

北二ケンクヮヤソショウガアレバ  

ツマラナイカラヤメロトイヒ 

ヒデリノトキハナミダヲナガシ 

サムサノナツハオロオロアルキ 

ミンナニデクノボートヨバレ ホメラレモセズ 

クニモサレズ サウイウモノニ ワタシハナリタイ 

「平安月報」は今年から「平安だより」となりWEB配信していきます。 

令和３年、私たちは「勇気をもって 私らしく やってみよう」を実践して参ります。 
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